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高性能粒子計測式水質分析装置の開発 

 
 
目  的 

粒子計測方式により、ボイラ給水中の懸濁物質濃度(SS 濃度)をリアルタイム

に測定できる、高性能粒子計測式水質分析装置を開発した。本装置は、ボイラに

持ち込まれるスケール量の積算値を管理し，ボイラ化学洗浄時期の推定等に寄

与することができる。 

 
主な成果 

1. 粒子計測による SS濃度測定方法 

火力プラント水中に存在するスケールの粒度分布測定結果を基に、ボイラに

持ち込まれるスケールの測定に必須の粒径範囲を定めた(図 1)。最適な粒子測定

方法を検討して標準粒子測定試験を行い、使用する粒子センサを選定した。 

 
2. 装置設計製作 

製作した装置の内部は 2 段構成となっており、下段に主要機器である粒子セ

ンサ、ダイヤフラムポンプ、流量計などを配置している。また、装置前面のパネ

ルコンピュータに専用ソフトをインストールし、各機器の制御、データ収集、お

よび SS濃度の算出を行っている(図 2、図 3)。 

 
3. 検量線作成 

本装置は粒子を真球として体積計算しているが、プラント給水中の粒子は真

球でないため、算出した濃度が手分析濃度(真値)と一致するよう、検量線を作成

してスパン調整する必要がある。JIS K 0102-1:2021で規定される懸濁物質量の

測定方法に基づき SS濃度を求め、それらの手分析値と装置測定値を用いて検量

線を作成し、スパン調整を行った。分析値と測定値の相関は決定係数で 0.85と

なり、高い相関が確認できた(図 4)。 

 

4. 現地における連続測定試験 

石炭火力発電所に本装置を設置して連続測定試験を実施した結果、定格時は

0.5μg/Lでほぼ一定の SS濃度が、発電機出力変動時は出力に連動して変化して

いることが確認できた(図 5)。  
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(a) 定格時 

図1 Eco入口給水における粒子径と装置の可測粒径 

図2 装置前面 

図3 装置内部 
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図4 測定値-手分析値(SS濃度)の相関 
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(b) 発電機出力変動時 

図5 現地連続測定試験時のSS濃度トレンド 


